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入浴需要が高い中、職員配置の見直し及び
入浴専門職員の確保により体制強化が図ら
れ、受入人数は改善傾向にある。今後は送
迎時間の調整や業務間連携の最適化により
入浴機会の更なる確保を図り、安定的かつ
継続的なサービス提供体制の維持向上が望
まれる。

１２月１３日の家族会の中で、ご家族へ「買い物代行
サービス」（ライフルケアより）の説明会を実施した。
また、６月１２日と１０月３１日にデイご利用者向け
に、買い物代行サービスシミュレーションレクを開催
し、実際の買い物選択を体験して頂いた。

令和７年度の１日入浴目標１７名に対し、実績としては
１５．３名でした。令和６年度比でも、ほぼ増減なしと
いう状況であった。大きな要因としては、これまで急な
職員の欠員が発生した場合に、安全のため臨時入浴を積
極的に実施できていなかったことがある。令和７年度３
月までの取組としては、午前中のみの入浴専門介護職員
を２名採用し、急な職員欠員発生時でも、予定通り臨時
利用入浴も実施できる体制は作った。

事業計画等の窓口提示や機関誌配布、SNS
活用により地域及び関係者への情報発信を
積極的に行っている。今後は専任体制の整
備等により発信頻度及び内容の更なる充実
を図り、施設の透明性向上を一層推進する
ことが望まれる。

買い物代行サービスの導入について、家族
会での説明会や利用者向け体験機会の提供
などにより一定の周知は図られているもの
の、利用には至っていない。今後は具体的
な利用事例の提示や手順の明確化等により
理解促進を図り、継続的な利用につながる
取組の強化が求められる。
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施設の透明性を高めるため、第三者評価、
介護サービス情報公開を全事業部門におい
て毎年受審している。
また、事業計画書、事業報告書、決算報告
書、運営規程を地域住民が閲覧できるよう
窓口提示しているほか、法人季刊誌を年４
回発行配布すると共に事業所XやInstagram
でタイムリーな情報提供を図っている。今
後も地域及びケアマネージャーの方への情
報発信を行い、利用者増加を図ることが望
まれる。

入浴目標に到達するよう、引き続き２名体制を維持して
いく。今年度は加えて、送迎時間調整を行い、入浴のあ
るご利用者について、できる限り早い送迎便で施設到着
できる体制を整えていく。また、これまでも入浴ケアと
リハビリケアとのタイミングについて、インカムと介護
ソフトを活用し、リアルタイムで調整できる体制も継続
していく。
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令和８年４月以降の取組予定
（指定管理者記入欄）

これまでは、高齢者在宅サービスセンターのInstagramや
Xでの配信量や頻度が、少ない状況があった。令和８年度
４月以降は、行事やイベント、ボランティア情報などに
ついて、SNS担当窓口職員を配置し、InstagramやXでの
情報発信の量及び頻度を高めていく。また、地域のケア
マネージャーやご家族への情報発信についても、毎月の
実績確認以外でも担当者会議への出席を通じて、ご利用
者の様子の写真や動画なども視聴できるようにしてい
く。

改善すべき指摘内容等
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施設の透明性を高める取組として、通所介護・認知通
所、併設の地域包括支援センターを合わせて、毎月「北
青山だより」を作成している。デイご利用者ご家族だけ
でなく、地域のケアマネージャー（利用者実績報告とと
もに）への毎月送付を行った。また近隣自治会掲示板に
も、毎月掲示をお願いし、地域への情報発信の頻度を上
げて取り組んだ。

カタログを利用しての買い物代行サービスについて、デ
イサービスとしての介護保険サービスではなく、あくま
でも地域貢献サービス（代行支援は無料）としての展開
を目指している。昨年度も希望者は都度お声を聞くこと
ができたが、直前での体調不良や入院などで利用に繋
がっていないというのが現状である。今後も、買い物代
行体験レクリエーションや、ご家族、ケアマネへの情報
発信を引き続き継続していく。

檜の浴槽、大浴槽、機械浴、看護師配置な
ど、入浴施設・人員が整えられ安心して入
浴できるため、人気が高く、入浴目的の利
用者も多いものとなっている。一方で、利
用者の体調変化や送迎時間などの理由か
ら、1日の入浴目標である17人を十分に満
たすことが難しい日もある。今後は、デイ
サービスとしての送迎・リハビリ・レクリ
エーションとの業務バランスを考慮しなが
ら、さらなる、入浴人数の対応が望まれ
る。

９月より、新たな取組として、買い物代行
サービスを取り入れ、ご利用者に案内を
行っている。これにより、利用者へのサー
ビスの向上が図られているが、一方で、現
在までは十分な利用に結び付いていない状
況となっている。今後はさらに、利用を促
進していくためにも、利用の仕方等、具体
的な事例を挙げた案内を行う等、周知方法
の工夫をしていくことが望まれる。


